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浮魚礁モニタリング調査
Ⅰ 2020 年浮魚礁効果調査

漁業資源課 伊與田 慎右

漁業資源課 杉本 昌彦

１ 目的
本県沿岸海域に設置した表層型浮魚礁「土佐黒潮牧場」（以下「黒牧」）15 基について今

後の整備計画に資するため、漁獲金額、利用回数を調査した。

２ 調査方法
（１）浮魚礁ごとの漁獲金額

調査期間は 2020 年 1 月～12 月とし、表 1 の資料、情報をもとに浮魚礁ごとの漁獲金額を算

出した。最初に標本船日誌及び漁獲成績報告書から、漁船１隻当たりの漁獲金額を浮魚礁ごと

に算出した。次に、標本船日誌に記載された他の操業船の隻数に、水産試験場調査船での調査

結果や漁業者からの聞き取り情報を加味し、浮魚礁を利用した漁船全体の隻数を推計した。以

上のようにして求めた浮魚礁別の 1 日 1 隻当たり漁獲金額及び操業隻数から、各浮魚礁におけ

る年間漁獲金額を算出した。

なお、標本船が 1 日に複数の浮魚礁を利用していた場合は、漁獲が最も多いと推定された浮

魚礁の漁獲量を代表値とした。また、浮魚礁が特定できない漁獲データは解析から除外した。

（２）操業回数当たりの漁獲量

竿釣船（佐賀グループ）の標本船日誌をもとに、各黒牧における操業 1 回当たりの漁獲量を

算出した。結果は春期と秋期に分け、利用の多かった黒牧のみを示した。

表１ 調査に用いた操業情報一覧

３ 結果
（１）浮魚礁ごとの漁獲金額

１）黒牧における漁獲金額

2020 年の黒牧別漁獲金額を図 1 に示した。

13 号での漁獲金額が最も高く、全体に占める割合は 17.7％で、8 号（15.6％）、18 号

（12.2％）と続く。令和元年までの平均漁獲金額と比べると、13 号及び 21 号は大きく下回っ

た。一方で、8 号、11 号、6 号及び 17 号は大きく上回り、18 号や 15 号はやや上回った。

漁業種類別の漁獲金額を表 2に示した。竿釣船による漁獲は 543 百万円で、全体の 81.5％を

占めた。曳縄船等による漁獲は 123 百万円であった。全体では 666 百万円となった。

黒牧の年間漁獲金額の推移を図 2 及び表 3 に示した。令和 2 年の 1 基当たりの漁獲金額は 44

百万円で、前年を上回ったのは 3 年振りのことであった。

地　区 漁　船 隻数

甲浦 ７トン級竿釣船 1

土佐清水 曳縄船 1

佐賀（佐賀グループと称する。

一部に地区外所属船を含む）

19トン型竿釣船

（一部に19トン未満船を含む）
17

２．標本船日誌

（土佐黒潮牧場管理委員会

の浮魚礁別漁獲効果標本船）

佐賀・土佐清水・宿毛 曳縄船 3

３．月別浮魚礁別漁獲成績報告書 池ノ浦・久礼・宇佐 曳縄船・竿釣船

４．水産試験場調査船による調査結果

１．標本船日誌

（水産試験場依頼）
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図１ 2020 年の黒牧別漁獲金額

（横実線は各黒牧における平均漁獲金額、点線は全体の平均漁獲金額）

表２ 2020 年の漁業種類別・黒牧別推定漁獲金額

図２ 黒牧稼働基数と年間漁獲金額の推移
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２）その他の浮魚礁での漁獲金額

愛媛表層型浮魚礁「えひめ 1 号」での漁獲金額は、23 百万円（曳縄船 8 百万円、竿釣船 15

百万円）であり、前年比 102.5％であった。

（２）操業回数当たりの漁獲量

各浮魚礁における集魚状況や釣れ具合の指標として、竿釣船の浮魚礁操業における CPUE（1

日 1 隻（以下「1 回」）当たりの漁獲量）を算出し、春期（4～6 月）及び秋期（9～11 月）に

ついて、主な浮魚礁の CPUE を図 3 に示した。

2020 年の春期は操業回数が少なく、CPUE は平成 26 年以降では３番目に低かった。秋期は操

業回数も多く、CPUE も平成 26 年以降で最も高かった。前年と比較すると、操業回数は約 1.1

倍、CPUE は約 2 倍となった。

図３ 竿釣船の浮魚礁操業におけるCPUE

４ 考察
今年の黒牧 1 基当たりの漁獲金額の推定値は、15 基体制となった平成 23 年以降では、3 番

目に高い値となった。黒牧別では西部の 13 号や 21 号での水揚げが不調であった一方で、6 号、

8 号、11 号及び 17 号といった沖合の黒牧での水揚げが好調であった。

竿釣船においては、4～6月は黒牧での操業がほとんど見られなかった。9～11月には黒牧 11

号及び 13 号を中心に水揚げがあり、CPUE も高い値となった。

9 月以降の水揚げの好調については、この時期に黒潮本流や紀伊水道から土佐湾へ暖水が波

及しており、これに乗って潮岬や紀伊水道から多くのカツオが土佐湾沖に来遊したためと考え

られる。


